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ユーザーフォーラム通信 
特集 第1９回 MI・RA・Isユーザーフォーラム大会 

第19回目となる今回は、テーマを「医療DX ～電子カルテの現状と未来」と題し、電子カルテの現在の

状況と未来の展望について、様々な事例の元、発表をいただきました。基調講演には、社会保険診療報酬

支払基金の専門家をお招きし、医療DXの最新情報と将来の見通しについてお話しいただき、医療従事者

や医療に興味のある方々にとって、電子カルテの進化や未来の医療のあり方を学ぶ絶好の機会となりま

した。 

■基調講演 
 『 医療DXにおける社会保険診療報酬支払基金の取組み 』 
 社会保険診療報酬支払基金 本部情報化企画部 次長 
 杉本 由紀雄 様  
 社会保険診療報酬支払基金 情報化企画部 企画調査役 
 黒川 大輔 様 
 
 座長 
 日本海総合病院 副院長 菅原 重生 様 
 
■事例発表 
 『 医療ＤＸにおける電子処方箋の積極的導入 』 
 白山石川医療企業団 公立松任石川中央病院 副企業長 
 横山 邦彦 様 
 
 『 新しい診療支援システムとMI･RA･Is Vとの連携に向けて 』 
 独立行政法人地域医療機能推進機構 北海道病院 病院長 
 古家 乾 様  
 
 『 医療DXの最前線 』 
 医療法人社団ＤＥＮ みいクリニック 理事長  
 宮田 俊男 様 
 
 『 生成AIによる看護サマリー自動生成に挑戦！ 』 
 社会医療法人 祐愛会 織田病院 情報管理室 課長 
 森川 伸一 様  
 社会医療法人 祐愛会 織田病院 事務管理部兼地域連携センター 副部長 
 重松 かおり 様  
 
 『 医療DXにおける電子カルテの対応 』 
 株式会社シーエスアイ 事業推進本部 本部長 
 大関 伸介 様 
 
 座長 
 医療法人社団 札幌道都病院 副院長 
 矢嶋 知己 様 
 社会医療法人 高橋病院 法人情報システム室 室長 
 滝沢 礼子 様 

テーマ 「医療DX」 ～電子カルテの現状と未来 

高橋 肇 会長 
社会医療法人 高橋病院 
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本部情報化企画部 次長 

 

黒川 大輔 様 （写真右） 

社会保険診療報酬支払基金 

情報化企画部 企画調査役 
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杉
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療
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用
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で
あ
る
オ
ン
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資
格
確

認
等
シ
ス
テ
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国
医
療
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報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
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杉
本
様
に
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
と
な

る
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
制
度
概
要
に
加
え
利

用
促
進
へ
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
い
た
だ
き
、
医
療
Ｄ
Ｘ
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加
速
す
る
こ
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よ
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私
た
ち
の
生
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へ
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メ
リ
ッ
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メ
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用
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で
あ
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電
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カ
ル
テ
情
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共
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サ
ー
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ス
の
ロ
ー
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マ
ッ
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運
用
開
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、
検

証
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な
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明
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た
だ
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に
、
診
療
報
酬
改
定
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医
療
Ｄ
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関
連
加
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に
よ
る
医
療
機
関
へ
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価
・
支
援
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再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
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マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
①
医
療
費
節
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②
よ
り
良
い
医
療

の
提
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③
高
額
医
療
費
の
限
度
額
以
上
の

支
払
い
免
除
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
現
行
の
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康
保
険
証
新
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発
行
が
終
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し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
仕
組
み
に
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行
す
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１
２
月
に
向
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安
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し
て
マ
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保

険
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す
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の
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あ
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険
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に
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い
て
説
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き
ま
し
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。
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的
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、
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険
証
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ー
ド
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健
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保
険
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利
用
登
録
は

任
意
の
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で
あ
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、
利
用
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録
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と
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よ
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マ
イ
ナ
保
険
証
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利
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促
進
を
目
的
と
し

て
、
今
年
の
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
「
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
促
進
集
中
取
組
月
間
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が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
案
内
や
、
患
者
へ
の
声
か

け
、
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
の
配
布
が
行
わ
れ
、
各
都
道
府
県
で
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
実
績
向
上
を
目
指
し
た

施
策
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
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保
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医
療
Ｄ
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最
大
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引
き
出
す
た
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の
重
要
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ル
で
あ
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と
を
再
認
識
し
、
今
年
１
２
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降
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本
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的
な
運
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け
て
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ら
な
る
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解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
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ま

す
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な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ま
だ
取
得
さ
れ

て
い
な
い
方
々
に
対
し
て
は
、
申
請
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
資
格
確
認
書
が
提
示
さ
れ

る
予
定
で
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こ
れ
に
よ
り
、
今
年
月
以
降

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
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カ
ー
ド
の
取
得
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況
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健
康
保
険
証
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利
用
登
録
に
か
か
わ
ら
ず
、

医
療
機
関
を
受
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で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ

ま
す
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全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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と
し
て
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医
療
機
関
間
で
の
文
書
の
オ
ン
ラ

イ
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送
信
、
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に
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要
な
カ
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有
に
加
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マ
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ポ
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己
情
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サ
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③
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④
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タ
イ
ム
登
録
・
取
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を
大
原
則
と
す
る
こ
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で
、
標
準
化
さ
れ
た
医
療
情
報
を
保
険
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・

病
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・
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リ
ニ
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・
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診
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で
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、
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カ
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っ
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Ｄ
Ｘ
推
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体
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整
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れ
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れ
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。
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た
、
医
療
機
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と
し
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子
カ
ル
テ
情
報
標
準
規
格
準
拠
対

応
事
業
が
本
年
３
月
か
ら
受
付
開
始
さ
れ
、

電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
へ
も
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

  



 

 

  

５団体によるの事例発表 
 医療DXに関する5つの発表では、デジタル化が医療現場にもたらす恩恵や、またその課題などを詳しく探った発表

が行われました。電子処方箋の導入による業務の効率化と利便性の向上や、診療支援システムと電子カルテの連携

がもたらす医療支援の進化の紹介や、生成AIによる看護サマリー取り組みなど、医療DXの最前線として最新技術の

成果について詳しく説明していただきました。今回はその一部をトピックとしてお伝えいたします。 
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詳しく説明されている動画の視聴はユーザーフォーラムサイトへ！！ 

https://mirais.csiinc.co.jp/ 

「医療ＤＸにおける電子処方箋の積極的導入」 

白山石川医療企業団 公立松任石川中央病院 

副企業長 横山 邦彦 様 

CASE STUDY 

「新しい診療支援システムとMI･RA･Is Vとの連携に向けて」 

独立行政法人地域医療機能推進機構 北海道病院 

病院長 古家 乾 様 

「医療DXの最前線」 

医療法人社団ＤＥＮ みいクリニック 

理事長 宮田 俊男 様 

「生成AIによる看護サマリー自動生成に挑戦！」 

社会医療法人 祐愛会 織田病院 

情報管理室 課長 森川 伸一 様 

事務管理部兼地域連携センター 副部長 重松 かおり 様 

「医療DXにおける電子カルテの対応」 

株式会社シーエスアイ 

事業推進本部 本部長 大関 伸介 様 

CASE STUDY 

CASE STUDY 

CASE STUDY 

CASE STUDY 

医療法人社団 札幌道都病院 

副院長 矢嶋 知己 様 

社会医療法人 高橋病院 

法人情報システム室 室長 

滝沢 礼子 様 

日本海総合病院 副院長 

菅原 重生 様 

座長のご紹介 

基調講演、また事例発表

の座長をお務めいただ

き、ありがとうございま

した。講師や演者の方々

とのスムーズなやり取り

にも感謝申し上げます。 



 

 

MI・RA・Is 
ユーザーフォーラム事務局 

 

株式会社シーエスアイ 事業推進本部 

TEL ： 03-5９４４-6120   
FAX ： 03-5９４４-６１２２ 

E-mail ： csi-jisui@csiinc.co.jp 
https://mirais.csiinc.co.jp/ 

編集後記 

 有明での開催が2回目となり、事務局としてはまだ不慣れな点もありました
が、昨年を上回る方にご来場いただきましたこと、心より感謝申し上げます。 
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MI・RA・Is 

ユーザーフォーラム大会 

アンケート結果！ 

次回のテーマについて 

 来年は20周年と節目の年でございます。まだ改善の余地が多くございま
すが、来年に向けてさらに準備を整え、より充実した内容でお届けできるよ
う、事務局一同取り組んで参ります。 

MI・RA・Is ユーザーフォーラム事務局 

 第19回MI･RA･Isユーザーフォーラム大会にご参加いただき、ありがとうございました！ 

今年の参加人数は 294 名となり、昨年よりも多くの方にご参加いただけましたこと、 

本当に感謝申し上げます。 

 また、アンケートへのご回答につきましても、ご協力いただきありがとうございました。 

結果を踏まえ、次回、第20回MI・RA・Isユーザーフォーラム大会に活かせるよう検討して参ります。 

＼大会にご参加いただき ありがとうございました！／ 

基調講演について 参加場所について 


